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コゲラのヘルパーと思われる個体の観察例について

山上信雄１

はじめに

筆者は，３羽のコケラがおとずれていると思われる巣を確認した．３羽以上のコケラが同じ巣をお

とずれ，給餌などを行なう行動については，現在までに報告された例はない．本報では，今回観察さ

れたこれら３羽の給餌頻度などについて報告する．

個体識別と給餌頻度の方法

抱卵期に巣穴付近にとまった個体を写真で記録し，各個体の風切羽の模様を比較したところ，それ

らの模様が３種類に分類された（図１）．そこで，それぞれの模様をもつ個体を，別個体とみなし，

それぞれの個体が巣をおとずれる頻度を観察した．

観察した巣は，長野県下伊那郡高森町のナシ畑で確認された巣である．このナシ畑は川辺にあり，

南方には２次林，北方には人工林が広がっていた．観察期間は，1992年４月20日～５月21日までであ

る．この期間は，おもにこの巣の抱卵期から育雛期にあたっていた．給餌頻度は，ビデオと写真をも

ちいて記録した．

結果および考察

それぞれの模様をもつ個体を，Ａ，Ｂ，Ｃとした．巣立ち４日前の５月１８日に１時間20分間，巣穴

をおとずれた個体をすべて写真撮影したところ，個体Ｂが他の２個体よりも圧倒的に多く給餌を行なっ

ており，次に個体Ｃの給餌頻度が高く，個体Ａはわずか３度しか給餌していなかった（表１）．また，

同じく育雛後期の５月19日に10分間，５月20日と巣立ち日の21日に４時間ずつ，ビデオによって給餌

頻度を観察したところ，やはりＢが肢も多く給餌し，Ｃが次に給餌頻度が多く，Ａについては19日に

1度だけ給餌しているのを確認しただけだった（表１）．

表１．各個体が巣をおとずれた回数．

Table1．Frequencyofvisitsfromeachindividual．
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図１．観察した巣で確認された個体の模様．
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給餌の間隔はかなり不規則で，数秒間隔で給餌が行なわれることもあったが，平均的には，最も頻

繁に給餌が行なわれるときでおよそ８分間隔であった．

育雛期前期から中期にかけては，３羽とも給餌のためにおとずれたときに１度巣穴の中に入り，ヒ

ナのフンを運びだしていたが，巣立ちの前日と当日には，フンを運びだす行動は確認されなかった．

５月21日に３羽のヒナが巣立った．

巣をおとずれていた個体が，もし本当に３羽のコゲラであったとすると，より頻繁に給餌を行なっ

ていた個体ＢとＣが，観察した巣のヒナの親であり，ほんのわずかしか給餌を行なわなかった個体Ａ

がヘルパーであると考えられる．

筆者は，今後，より多くのつがいの繁殖行動を観察し，コゲラでもヘルパーが存在しているのかど

うかをより明らかにしたいと考えている．また，ヘルパーにかぎらず，給餌やフンの運び出しなど，

その他の繁殖行動などについても記録を行なっていきたいと考えている．

鯛辞

中平孝雄氏は，私有地であるナシ畑でのコゲラの営巣を教えてくださり，その巣を調査するにあたっ

てご協力いただいた．日本野鳥の会研究センターの藤田剛，金井裕の両氏は，本報をまとめるにあたっ

て，親切に指導してくださった．謹んでお礼申し上げる．

AnobservationoftheJapanesePygmyWoodpecker

DeFtdrocOposhjzu紅andtheirhelper

ＮｏｂｕｏＹａｍａｇａｍｉｌ

Ｆｒｏｍ２０Ａｐｒｉｌｔｏ２１Ｍａｙｌ９９２，IobservedafamilyofJapanesePygmyWoodpeckers

usingphotographsandvideotaperecordings,Ｔｈｅｎｅｓｔｗａｓｌｏｃａｔｅｄｉｎａｂａｎｋｏｆｐｅａｒfield

inTakamori-cho，Naganoprefecture、

Whenlwasobservingthemduringtheirincubationperiod,Inoticedthattherewereextra

numbeｒｓｏｆparents・Bytheclassificationofwhitepatchpatternsoffeathers，Ifoundthat

therewerethreeadults,Ａ,ＢａｎｄＣ､IndividualBfedchicksmostfrequently,andindividual

Cfedchicksmanytimes、IndividualAfedchicksafewtimes・

IsupposethatindividualBandCwereparentsofthenestandindividuａｌＡｗａｓａｈｅｌｐｅｒ

ｏｆｔｈａｔｐａｉｒ、

1．Shimo-ichida2964,Takamori-cho，Nagano３９９－３１．


